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関屋橋
茶屋前

山
手
幹
線
開
通
に
伴
う
、

諸
問
題
と
整
備
に
つ
い
て
。

八
幡
木
津
線
の
関
屋
橋
、

茶
屋
前
交
差
点
の
右
折
レ
ー

ン
整
備
の
進
捗
状
況
は
。
ま

た
、
池
ノ
端
丸
山
線
の
進
捗

に
つ
い
て
は
。

建
設
部
長

府
に
よ
り
、

八
幡
木
津
線
の
関
屋
橋
、
茶

屋
前
交
差
点
右
折
レ
ー
ン
整

備
の
事
業
化
が
さ
れ
、
測
量

及
び
協
議
用
設
計
が
完
了

し
、
地
元
協
議
を
実
施
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
池
ノ
端
丸

山
線
は
、
本
市
で
、
道
路
及

び
交
差
点
の
予
備
設
計
を
実

施
。
引
き
続
き
、
府
に
積
極

的
に
要
望
し
て
い
く
。

企
業
誘
致
の
取
り
組
み

と
、
支
援
策
に
つ
い
て
、
ど

の
様
な
支
援
を
考
え
て
い
る

の
か
。
具
体
策
を
問
う
。

経
済
環
境
部
長

大
住
地

域
に
お
い
て
、
工
業
系
の
土

地
区
画
整
理
事
業
を
目
指
し

て
、
地
権
者
の
組
織
が
立
ち

上
げ
ら
れ
た
。
組
合
方
式
で

地
権
者
の
方
々
に
同
意
を
と

ら
れ
て
お
り
、
今
後
、
発
起

人
会
が
発
足
さ
れ
る
と
聞
い

て
い
る
。
税
制
面
、
情
報
の

提
供
、
ま
た
、
先
進
地
の
実

情
視
察
等
、
地
権
者
の
方
々

に
対
し
前
に
出
て
、
対
応
し

て
い
く
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
の
支
援
策
に
つ
い
て
問

う
。保

健
福
祉
部
長

多
様
な

専
門
的
知
識
や
経
験
を
生
か

し
、
就
業
分
野
の
拡
大
、
介

護
、
子
育
て
支
援
な
ど
重
要

電
波
法
の
改
正
に
伴
い

平
成

年
７
月

日
で
現
在

の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
終
了
と

な
り
、
全
て
が
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
切
り
替
わ
る
。
こ

れ
に
伴
い
、
各
自
治
体
で
は

各
種
の
対
策
を
進
め
ら
れ
て

お
り
、本
市
で
も
一
部
の
区
、

自
治
会
で
は

に
調
査

を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
市
が

等
と
協
議
し
、
市
内

全
域
で
市
民
の
方
が
困
る
こ

と
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
放
送

の
移
行
が
出
来
る
よ
う
対
応

す
る
事
が
必
要
で
あ
る
と
思

う
が
、
市
の
考
え
は
。

総
務
部
長

地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
へ
の
移
行
に
関
し
、

市
は
国
の
要
請
に
基
づ
き
広

報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲

出
や
チ
ラ
シ
の
各
戸
配
付
な

ど
で
周
知
を
図
っ
て
き
た
。

市
施
設
の
影
響
に
よ
る
も
の

以
外
で
の
調
査
予
定
は
な
い

が
、
確
か
に
受
信
が
困
難
な

地
域
は
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

ま
た
、
自
治
会
等
か
ら
相
談

が
あ
れ
ば

等
の
調
査

を
紹
介
し
、
市
の
担
当
職
員

が
立
ち
会
っ
て
い
る
事
も
事

実
で
あ
る
。
今
後
、
相
談
が

あ
っ
た
時
に
は
、
窓
口
と
し

て
十
分
対
応
し
て
い
き
た
い
。

防
犯
の
要
で
あ
る
防
犯

灯
の
設
置
台
帳
の
整
備
に
つ

い
て
、
現
在
の
取
り
組
み
状

況
は
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

防
犯
灯
の
管
理
台
帳
の
整
備

は
、
平
成

年
度
に
整
備
し

た
も
の
を
毎
年
修
正
し
て
い

る
。
地
域
の
防
犯
灯
だ
け
で

も
約
４
８
０
０
基
程
あ
る
。

今
後
も
引
き
続
き
、
可
能
な

限
り
補
完
し
て
、
台
帳
整
備

の
充
実
を
図
る
。

近
鉄
新
田
辺
駅
西
側
一

帯
は
、
昭
和

年
か
ら
田
辺

地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
と

し
て
、
多
額
の
事
業
費
と
多

く
の
方
々
の
協
力
を
得
て
完

成
し
、
本
市
の
玄
関
口
の
イ

メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
。

そ
の
場
所
に
葬
祭
場
建
設
が

計
画
さ
れ
、
住
民
か
ら
強
い

反
対
運
動
が
起
こ
っ
て
い
る

が
、
市
の
対
応
と
考
え
は
。

建
設
部
長

計
画
さ
れ
て

い
る
場
所
は
法
的
に
は
建
設

は
可
能
で
あ
る
が
、
地
元
で

も
反
対
さ
れ
て
お
り
、
行
政

指
導
出
来
る
こ
と
も
あ
る
と

思
わ
れ
、
地
元
の
方
の
立
場

に
立
っ
た
目
線
で
業
者
指
導

を
し
て
い
き
た
い
。

地上デジタル放送の啓発パンフレット

田
辺
中
央

葬
祭
場
建

設
計
画
の
対
応
に
つ
い
て
。

ま
ち
の
中
心
地
で
あ
り
、

交
通
量
も
多
く
一
層
の
交
通

渋
滞
を
ま
ね
き
、
ま
た
児
童

の
通
学
路
で
も
あ
り
、
地
元

住
民
か
ら
も
、
計
画
の
中
止

を
指
導
す
る
よ
う
求
め
る
陳

情
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
ま

ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
市

は
、
ど
う
考
え
る
の
か
。
全

市
民
対
象
の
説
明
会
開
催
を
。

建
設
部
長

法
律
的
に
は

建
築
可
能
だ
が
、
交
通
問
題

な
ど
地
元
と
も
十
分
協
議
・

説
明
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

全
市
的
な
説
明
会
の
指
導
は

要
望
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

市
長

住
民
の
側
に
立
っ

た
考
え
方
で
対
応
し
た
い
。

歳
以
上
の
高
齢
者
で

障
が
い
者
に
準
ず
る
人
は
、

市
長
の
認
定
で
税
金
控
除
が

受
け
ら
れ
る
制
度
が
あ
る
。

実
態
に
沿
っ
た
認
定
基
準

の
見
直
し
と
、
制
度
が
活
用

で
き
る
よ
う
に
周
知
対
策
を
。

保
健
福
祉
部
長

要
介
護

認
定
の
通
知
時
に
制
度
案
内

を
個
別
送
付
。
認
定
基
準
に

つ
い
て
は
見
直
し
を
検
討
。

高
齢
者
へ
の
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
に
助

成
を
。
ま
た
、
タ
ミ
フ
ル
薬

の
副
作
用
も
心
配
な
子
ど
も

へ
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
に
公
的
助
成
を
。

保
健
福
祉
部
長

予
防
接

種
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

な
い
た
め
助
成
は
し
な
い
。

災
害
の
発
生
時
、
要
援

護
者
へ
の
対
策
の
充
実
を
。

避
難
場
所
ま
で
の
移
動
手
段

な
ど
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、

福
祉
避
難
所
の
設
置
、
レ
ト

ル
ト
の
お
か
ゆ
や
ミ
ル
ク
な

ど
の
適
応
食
、
紙
お
む
つ
な

ど
の
生
活
必
需
品
の
備
蓄
を
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
分

析
し
、マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
。

福
祉
避
難
所
は
地
域
防
災
計

画
の
中
で
位
置
付
け
、
適
応

食
に
つ
い
て
は
今
後
研
究
。

超
高
金
利
と
過
剰
な
貸

付
が
、
多
く
の
多
重
債
務
者

を
生
み
出
し
て
い
る
。
多
重

債
務
者
の
救
済
に
向
け
、
い

つ
で
も
直
接
相
談
で
き
る
専

門
相
談
窓
口
の
設
置
を
。

市
民
部
長

昨
年
の
多
重

債
務
相
談
件
数
は
約
１
５
０

件
。
市
民
法
律
相
談
や
消
費

生
活
相
談
で
対
応
。
専
門
窓

口
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

葬祭場の建設が予定されている田辺中央４丁目

右折車により、渋滞が発生する関屋橋交差点

な
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
展
開
。

作
業
所
移
転
等
検
討
課
題
は

あ
る
が
、
必
要
に
応
じ
相
談

に
乗
っ
て
い
き
た
い
。

興
戸
東
垣
内
、
避
難
通

路
の
進
捗
と
今
後
の
取
り
組

み
は
。

建
設
部
長

避
難
場
所
の

確
保
は
で
き
た
が
、
通
路
確

保
に
一
部
問
題
が
あ
る
。
早

期
設
置
に
向
け
、
努
力
を
続

け
る
。健

康
ケ
丘
地
域
の
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
今
後
の
取
り
組

み
は
。

建
設
部
長

昭
和

年
代

の
開
発
で
あ
り
、
開
水
路
施

工
で
老
朽
化
し
て
い
る
。
石

垣
、
堀
等
改
修
に
は
問
題
が

あ
る
が
、
土
地
所
有
者
の
協

力
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
く
考
え
て
い
る
。

庶
民
に
は
増
税
、
負
担

増
を
押
し
つ
け
、
大
企
業
や

大
資
産
家
に
は
大
減
税
と
い

う
逆
立
し
た
政
治
が
続
い
て

い
る
。
２
０
０
８
年
予
算
編

成
に
あ
た
り
市
民
の
暮
ら
し

を
守
る
予
算
を
求
め
る
。
ま

た
職
員
の
意
識
改
革
、
自
主

財
源
の
確
保
、
地
域
産
業
の

振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

市
長

築
こ
う
あ
な
た

と
未
来
の
ふ
る
さ
と
京
田

辺

を
基
本
理
念
に
、
職
員

が
一
つ
に
な
っ
て
、
や
る
気

と
意
欲
、
責
任
を
持
っ
て
一

生
懸
命
、
自
ら
が
職
務
と
役

割
を
果
た
す
こ
と
で
あ
る
と

考
え
る
。
市
民
の
た
め
に
、

信
念
と
使
命
を
持
っ
て
新
た

な
活
路
を
見
い
出
す
意
欲
を

持
っ
て
、
意
識
改
革
を
組
織

全
体
で
積
極
的
に
行
っ
て
い

く
。
自
主
財
源
確
保
に
つ
い

て
は
、
財
政
健
全
化
計
画
に

基
づ
き
、
収
納
率
の
向
上
、

市
有
財
産
の
売
却
、
受
益
者

負
担
の
適
正
化
、
企
業
誘
致

な
ど
を
進
め
る
。
い
ろ
い
ろ

な
市
民
の
方
が
お
ら
れ
る
と

思
う
が
、
市
民
の
暮
ら
し
は

厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

同
和
向
け
住
宅
新
築
資

金
等
の
収
納
率
が
約

％
と

極
め
て
悪
い
。
対
応
は
。

市
民
部
長

国
の
制
度
と

し
て
行
っ
て
き
た
資
金
の
貸

し
付
け
で
あ
る
。
最
終
的
に

は
全
額
を
返
し
て
い
た
だ
く
。

地
域
産
業
振
興
に
向
け

た
具
体
施
策
は
。

経
済
環
境
部
長

農
業
振

納税通知書。市民から集められる
貴重な税金です

興
に
つ
い
て
は
、
ほ
場
整
備

な
ど
の
基
盤
整
備
、

ナ
ス

・
茶

の
生
産
拡
大
の
た
め

補
助
事
業
の
新
設
拡
充
、
地

産
地
消
の
促
進
。
商
工
業
に

つ
い
て
は
、
情
報
サ
イ
ト
の

構
築
や
、
大
学
連
携
型
起
業

家
育
成
施
設
と
連
携
し
、
起

業
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
る
。
こ
う
し
た
こ
と

を
総
合
的
に
取
り
ま
と
め
る

地
域
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の

策
定
を
行
っ
て
い
く
。

三
山
木
地
区
特
定
土
地

区
画
整
理
に
お
け
る
近
隣
商

業
、
商
業
地
域
に
対
す
る
市

の
対
応
は
。

建
設
部
長

権
利
者
の
方

々
が
一
団
と
な
っ
て
の
土
地

活
用
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

権
利
者
の
立
場
に
立
ち
商
業

施
設
等
の
誘
致
を
支
援
す
る
。

市

田

博

議
員
（
一
新
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）

井

上

薫

議
員
（
共
産
党
）

小

林

喜
代
司

議
員
（
一
新
会
）

増

富

理
津
子

議
員
（
共
産
党
）

年（平成 年） 月 日


